
先日、学校へ訪問いただいた教育委員会の方々から、「授

業もいい雰囲気で落ち着いて勉強していますね」とみな

さんのことを褒めていただきました。前にも言いました

が、その他にも「箕島中学校の生徒さんはあいさつをし

っかりとしてくれますね」とか「ニコニコしていて素直

で気持ちのいい生徒さんたちですね」などとさまざまな

方から褒めていただくことが非常にたくさんあります。大変うれしく思います。

ところで、「心はどこにあると思いますか？」と聞かれると、みなさんはどう答えますか。

脳や心臓、胸、体全体など人それぞれ思い浮かぶところがあるでしょう。

では、「心は見えますか？」と聞かれるとどうですか。個人的には、心は直接見ることは

できないと思います。しかし、直接は見えないけれど、その人の表情やふるまいなどにその

人の心が現れてくるものだと思います。だから、間接的には見えるものだと思います。学校

へお越しいただいた方々から、みなさんが褒められるのは、落ち着いて授業を受けていたり、

気持ちのいいあいさつができたりする姿に対してということですが、その姿に現れているみ

なさんの心も褒めていただいているともいえます。

上の詩は長野市の円福寺というお寺の住職さんだった藤本幸邦さんがつくったものです。
こうほう

表情やふるまい以外にも心は形にも現れます。写真は３年生の靴箱のようすです。みなさ

ん靴のかかとをきちんと揃えて置いています。きちんと揃えられている靴からは「みなさん

の気持ちが落ち着いているな」とみなさんの心のようすが伝わってきます。靴を揃えること

は、簡単そうに思えますが、実はなかなか難しいことです。一日の中で靴を履いたり脱いだ

りすることは何度もあるし、誰からも見られていないときなどはついつい心が緩んでしまう

からです。でも、靴箱を見るとどの学年もきちんと靴が揃えられていて、うれしく思います。

靴を揃えることで心も揃える、これからも大切にしてほしいものです。
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はきものをそろえると 心もそろう

心がそろうと はきものもそろう

ぬぐときに そろえておくと

はくときに 心がみだれない

だれかが みだしておいたら

だまって そろえておいてあげよう

そうすればきっと

世界中の 人の心も そろうでしょう


